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（仮）第１回各郡市会長・専務理事連絡会議

第５回理事会

今期も要請を受け、広報委員会に残ることとなりました。どうぞ宜しくお願いします。
前理事から「広報」を叩き込まれた優秀なお二人にも残っていただき、県歯初の女性

理事のもと、三人のフレッシュなメンバーも加わり委員会活動が始まりました。
先日初回の校正作業を終え、その後の懇親会では各自個性あふれる面々であること

が分かりました。今期も楽しくなりそうな予感がします。
私自身はこれが三期、五年目の広報委員会となります。
会長が掲げられた組織内役割、あるべき姿を常に考え、新たなるチャレンジ精神で徹
底した議論を行ってまいります。そして委員会一丸となって会員のための広報誌づくり、
県民への啓発、県下マスコミ関係への働きかけなど微力ながら務めていきます。
会員の皆様には、投稿などをはじめ更なるご協力をお願いいたします。 （Ａ. Ｋ）
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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　南関町にあるセキアヒルズホテルのプール
に子供を連れて行った時の写真です。
　プールは小さい子供から大人まで遊べて、
水は気持ち良く、のんびり楽しい時間を過ご
せます。又温泉施設が併設してあり、プール
の後の冷えた体に温泉最高です。

（Ｙ．Ｎ）

事業課からのご案内

今年度から
保険料が
さらにお安く

最高「3000万円」
の保障が無診査
で加入OK

配偶者も
1000万円まで
加入OK

１年更新で
配当金は毎年
加入者へ還元

其の
1

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　損保ジャパンひまわり生命
第一生命　　日本生命　　富国生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

下記の保険会社と団体収納契約をしておりますので
会費明細引きがご利用できます。

其の
２

個人でご加入した保険料が団体割引でお安くなり、
保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

※昨年度実績 40%還付

[ 県歯事務局　TEL：096-343-8020　担当：平畑 ]　までご連絡ください
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副会長　

　会員の皆様こんにちは。６月15日の代議員会にて信任いただき、伊藤新執行部のもと、副

会長に就任させていただくことになりました宮井です。前執行部では、厚生医療管理の担当

理事をさせていただいておりました。若輩者ではございますが、椿副会長とともに、全力で

伊藤会長を補佐し、新執行部の諸理事共々、県歯会員の先生方のため、熊本県民の歯の健康

を守るため、ひいては全身の健康を守るために職務に取り組んでいく所存です。

　私は、今回あらたに厚生・医療管理委員会、学校保健委員会の統括の任、及び学校、高等

学校保健会にも携わることになりました。厚生・医療管理は以前より担当しておりましたが、

学校歯科関係は知識も浅く、経験も乏しいため、研鑽を積みつつ、皆様方のご指導、お力添

えを頂きながら真摯に努めたいと思います。よろしくお願いします。

　また、渡辺前副会長の後を継ぎ、KDMUの代表取締役にも就任いたしました。御存知の

とおりKDMUは、各種保険事業、収益事業をてがけることにより、会員の皆様方の厚生に

寄与しております。

　KDMUでは、７月の県歯からの郵送物に添付いたしましたとおり、所得補償保険、傷害総合

保険、医師賠償責任保険、企業総合保険、傷害保険、個人情報漏えい保険、火災・動産・賠

償保険、自動車保険、国内外旅行傷害保険、労働災害保険、機械保険、がん保険、SJNKひ

まわり生命保険、東京海上日動あんしん生命などの多岐にわたる保険を準備いたしました。

「あってはならない事態」に会員の皆様方が遭遇した際に「役立つ一助」となれるよう心が

けております。まだ加入をしていない先生、さらに加入をふやそうと考えておられる先生は、

ぜひ今一度パンフレットを開いてみてください。KDMUで取り扱う保険商品には団体扱い

することで、大変お得に加入できるものもあります。事務局のKDMU担当に是非、お尋ね

ください。

　収益事業の収入は最終的に会員の皆様のために使う運用資金となります。 KDMUは、会

員皆様方の御協力がないと事業継続ができません。どうか、win-winの事業に御協力お願い

致します。

　後半は、KDMUの宣伝になりましたが、会員の皆様全員で歯科医師会を盛り上げていき 

ましょう。

　私は頑張ります。皆様、よろしくお願い申し上げます
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― 第26回理事会 ―
　６月７日（金）午後７時から県歯会館にお
いて、浦田会長他松本理事を除く全役員の出
席のもと開催された。
１．開会：渡辺副会長
２．挨拶：浦田会長

　本日は現執行部最後の理事会です。定時代
議員会の議案等ございますので、最後まで慎
重審議をお願いいたします。さて、現執行部
ではこれまで様々な事がありましたが、役職
員の皆様と明るく楽しく会務運営が出来たと
実感しております。平成28年に発生した熊本
地震は、皆様と思いを一つにして難局を乗り
越え、結果として一体感を共有する機会と
なった出来事でした。この10年間で達成でき
た事業とやり残した事業がありますので、次
期執行部に申し送りしたいと思います。以前
もお話ししました様に、この10年間で歯科界
の状況は本当に大きく変化しました。専務理
事を務めていた当時、行政関係と歯科関連の
話しをしても、歯科の重要性を認識いただけ
ないことも多々ありました。しかし、現在で
は逆に行政関係や議員の先生方から歯科の重
要性をお話しいただけるまでになりましたこ
とは、当時を考えれば思いもよらないことで
す。我々は今後ますます歯科界の明るい未来
のために邁進していかなければなりません。
次期執行部には是非、立ち止まる事無く、しっ
かり前に歩んでほしいと思っております。今
後の明るい未来を私も是非見てみたいと思い
ます。次期執行部に留まる方や退任される方
もおられますが、熊本県歯科医師会会員とい
う同じ仲間ですので、歯科界のため今後もご
協力の程お願い申し上げます。思い返せば、
話すことは山の様にありますが、それだけ濃
い10年間であったという思いでいっぱいで
す。皆様には、これまで本当にお世話になり
まして、誠にありがとうございました。

３．議長選出：浦田会長
４．議事録署名人：中嶋監事、西野監事
５．令和元年度会務報告：

（自：５月27日～至：６月４日）
　本会総務：理事会、常務理事会、選挙管理

委員会
　学　　術：学術委員会
　医療対策：医療相談・苦情事例報告
　センター・介護：多職種連携に係る研修会
　以上、各担当役員より報告がなされた。
６．報告事項：
　１．関係機関・団体からの役員等の推薦依
頼

　　●熊本県後発医薬品安心使用・啓発協議
会委員関係機関・団体の役員等に推薦
したことを報告した。

　２． ５月末会計現況
　３．事業報告書
　　●４月末がん及び回復期の医科歯科連携

事業
　４．収入割賦課率変更の説明資料定時代議
員会における説明資料を報告した。

７．連絡事項：
　 ６月行事予定
８．承認事項：
　１．新入会員の承認〔承認〕
　　第１種会員１名、第２種会員１名の入会
を承認した。
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　令和元年度入会状況（６月末累計）
第１種会員／ 11名　第２種会員／４名
第３種会員／６名　第４種会員／０医療機関
　２．後援名義の使用依頼〔承認〕
　　●第33回日本エイズ学会学術集会・総会

（新規）後援名義使用を承認した。
　３．ロゴマーク使用依頼〔承認〕
　　●公益財団法人熊本県体育協会ロゴマー

ク使用を承認した。

９．議題：
　１．平成30年度一般社団法人熊本県歯科医
師会会計決算（案）〔承認〕

　　⑴正味財産増減計算書　⑵貸借対照表
　　⑶現金・預金残高表　⑷財務諸表に対す
る注記　⑸公益目的支出計画実施報告書
会計決算（案）を承認した。

　２．熊本県歯科医師会共済互助給付申請
　　〔承認〕
　　　申請者への共済互助給付を承認した。
　３．骨吸収抑制薬投与患者への外科処置の
対応〔承認〕

　　　熊大の中山教授から、日本口腔外科学
会熊本支部において骨吸収抑制薬投与患
者への外科処置の対応について統一指針
を出したいので本会で諮ってほしいとの
依頼があり、この指針を承認した。なお、
会員にもその旨を通知する。

　４．医療トラブル０（ゼロ）10箇条〔承認〕
　　　医療対策委員会で作成中の冊子を承認
した。

第１種
氏　　名 医療機関名 住　　　所 出身大学

福
ふくしま

嶋　亮
りょうじ

二 福嶋歯科医院 荒尾市大島町3-5-6 東 京 歯 科
大 学

第２種
氏　　名 医療機関名 住　　　所 出身大学

有
ありなが

永　　誠
まこと 中嶋歯科医院 天草市東浜町13-16 福 岡 歯 科

大 学

10．協議事項：
　１．その他
　　●都市計画（益城町）に伴う上益城郡歯

会会員からの要望〔承認〕
　　　　都市計画（益城町）に伴い移転等の

対象となる上益城郡歯会会員５名より
要望が挙げられた。これを受け自民党
県連に対して、県民への良質な歯科医
療の提供等を理由とした要望書を本
会・連盟の連名で提出することを承認
した。

　　●在宅歯科医療連携各郡市担当者会の開
催通知　〔承認〕

　　　　在宅歯科医療連携各郡市担当者会に
ついて、文書を一部修正して開催通知
することを承認した。

11．監事講評：
　中嶋監事より「役員の皆様方におかれまし
ては今まで真摯に職務を全うされ、本当にお
疲れ様でした。今後は私も一会員として本会
を支えます。」、西野監事より「監事を８年間
務めさせていただき、大変お世話になりまし
た。ありがとうございました。」と述べられた。

12．閉会：小島副会長
（広報　竹下　憲治）
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― 第２回理事会 ―
　７月３日（水）午後７時から県歯会館にお
いて、伊藤会長他全役員の出席のもと開催さ
れた。
１．開会：牛島専務理事
２．挨拶：伊藤会長

　本日が実質的な第１回目の理事会となりま
す。今後、理事の皆様には法令に基づきコン
プライアンスを遵守し各担当所管業務を遂行
していただきたいと思います。それから、会
議開始５分前には集合し準備を整えることが
基本であり、そのうえで会議を進行しなけれ
ばなりません。理由があれば会議に遅れるこ
とは仕方ありませんが、理由無く遅刻するこ
との無いようにお願いいたします。また、こ
の度は皆様方には役員への就任をご承諾いた
だきありがとうございます。令和に元号が変
わってから最初の執行部であり、我々は新し
い時代を切り開いていかなければなりませ
ん。皆様と協力し会務運営をしていきますの
で、よろしくお願い申し上げます。

３．理事の就任依頼
４．副会長の選定
　　宮井祐理事、椿誠理事を副会長に選定し
た。

５．専務理事の選定
　　牛島隆理事を専務理事に選定した。
６．常務理事の選定
　　永松聖隆理事、松本信久理事、宇治信博
理事を常務理事に選定した。

７．就任承諾書の受理
８．委嘱状の伝達
９．会長所信表明：伊藤会長
　　皆様、役員への就任承諾、誠にありがと
うございます。理事は皆同じ立場であり、
担当所管に限らず所管外のことにも目を向
けて業務執行をお願いいたします。それ
から、本執行部の基本理念を「passion＆

performance　情熱と遂行そして新たなる
創造へ」としたいと存じます。そして、本
会としての在るべき姿がありますが、本会
は私たち診療所個々人では得られないこと、
それを会務運営のなかで県民のためを考え、
会員の皆様の意見を元に遂行していくこと
が一番大事だと思います。そして我々が遂
行しなければならないことは、全て利益に
なる事ばかりではなく、良い事も悪い事も
与えられるものは与えられるということを
基本にしたいと考えております。良い事を
行って理解を求めるということではなく、
無心の奉仕の愛で行っていく、そうして全
ての会員の先生方と県民のために奉仕して
いくことを考えなければなりません。その
なかで各所管において実行し、また担当所
管外では委員会を横断して何か出来る事は
ないか、そういうこともしっかり考えてい
ただきたいと思います。夫々の委員会では
出来なくても複数の委員会が協力し合い考
えることが、大切なことだと思います。そ
して、令和という新しい元号になり、本執
行部は令和元年に始まります。「令」は初め
て使用された文字で、「和」は昭和をはじめ
何度も使用された文字です。「令」が初めて
使用されたことはチャレンジ精神の表れだ
と思いますし、「和」には、本会が1907年に
６月12日に設立して112年という歴史を我々
は考えて行動し、先人が築き上げた功績や
伝統を我々が壊す訳にはいかないという思
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いがあります。そしてこの新しい時代にお
いて私達がどのように本会を運営していく
のか、会員の先生方のご意見を賜りながら、
チャレンジ精神と伝統を重んじ、創造力の
ある執行部で在りたいと思います。それか
ら、委員会では委員の先生方にしっかり考
えていただき活発な議論をしてください。
それにより、委員会が活性化し、次世代の
人材が育っていきます。そして、基本方針
である会員の生活向上に繋がる共益性のあ
る事業実施、公益性と共益性を考えた委員
会活動、骨太の方針に沿った歯科検診充実、
口腔機能管理推進・医科歯科連携充実とい
うことに則り、理事のうち11名は新人です
が、今までの理事の先生方をはじめ先輩方
が様々なことを教えて下さいますし、今後
実施すべき事業や止めるべき事業をお聞き
しつつ活動していただきたいと思います。
それから、本日の資料に負ける組織・負け
る人物というものがあります。負ける組織・
負ける人物とは、思い込み、慢心、情報不
足です。反対にできる組織・できる人間と
は、創造力、実行力、解決力です。このこ
とを心に留めていただきたいと思います。
今後、役員の皆様のご理解ご協力を是非よ
ろしくお願い申し上げます。

10．議長選出：伊藤会長
11．議事録署名人：増田監事、水上監事
12．議事：
　①学院長・副学院長・教務部長の任命（熊
本歯科衛生士専門学院）〔承認〕

　　　学院長に林昭宏会員、副学院長に牧正
仁会員と秋山清会員、教務部長に弘中美
貴子会員を任命することとした。

　②口腔保健センター管理運営委員会委員
長・副委員長の任命〔承認〕

　　　委員長に松本信久常務理事､ 副委員長
に五島嘉人理事を任命することとした｡

　③有限会社ケイ・デー・エム・ユーの取締
役の選定〔承認〕

　　　代表取締役に宮井祐副会長､ 取締役に
宇治信博常務理事を選定することとした。

　④顧問及び嘱託（弁護士・公認会計士）の
委嘱〔承認〕

　　　顧問を浦田健二前会長、嘱託を福岡聰

一郎弁護士と吉永賢一郎公認会計士に委
嘱することとした｡

13．会務連絡事項：
　①役員、事務局担当業務所管
　②熊本県歯科医師会役員の役割と業務
　③常務理事会・理事会・常任委員会の運営
　④理事会の運営
　⑤一般社団法人と公益社団法人
　⑥事業企画､ 事業実績報告書
　⑦懇親会負担基準・懇親会実施報告書
　⑧役員報酬、退職金支給規定、旅費日当支
給規定

　⑨出張行程報告書
　⑩常任委員会の編成及び委嘱状の伝達方法
　⑪年間スケジュール
　⑫事務局（連絡事項、担当業務、委員会担
当、委託事業担当、紹介図式、緊急連絡網）

　以上、今後の会務運営に係る連絡事項につ
いてそれぞれ報告がなされた。
14．令和元年度会務報告：

（自：６月５日～至：６月30日）
　本会総務：理事会、常務理事会、定時代議

員会
　社会保険：社会保険委員会
　地域保健：歯の祭典
　広　　報：『熊歯会報』７月号の校正
　医療対策：医療対策委員会
　学　　院：学院教務委員会
　国保組合：国保理事会、国保臨時組合会
　以上、各担当役員より報告がなされた。
15．報告事項：
　１．職員の採用・退職
　　　採用：正社員　平畑 由香子　令和元
年７月１日付

　　　退職：契約社員　金丸 優紀　令和元
年６月30日付

　２．黄色い羽根募金運動の後援及び募金の依
頼

　　●熊本県腎移植者の会／公益財団法人熊
本県移植医療推進財団

　　　　後援名義使用及び募金協力を承諾し
たことを報告した。

　３．講師派遣依頼
　　●全国健康保険協会熊本支部における職

場研修　田上 大輔 会員
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　　　講師派遣の承諾を報告した。
　４．自民党に対する要望事項への回答
　　　昨年度、自民党県連へ提出した県への
予算要望に対する回答を報告した。

　５．手書き用一般レセプトの修正
　　　元号の記載方法を変更することを報告
した。

16．連絡事項：
　１．７月・８月行事予定
17．承認事項：
　１．関係機関・団体からの役員等の推薦依
頼〔承認〕

　　●熊本県医療審議会委員／熊本県健康福
祉部　伊藤 明彦 会長　任期：委嘱の
日から令和２年７月31日

　　●熊本県学校保健会理事、評議員／熊本
県学校保健会

　　　理  事：伊藤 明彦 会長、宮井 祐 理事
　　　評議員：石井 洋一 理事、高田 宗秀 

学校歯科委員会委員長
　　●社会保険診療報酬支払基金幹事／社会

保険診療報酬支払基金熊本支部
　　　伊藤 明彦 会長
　　●公益財団法人熊本県体育協会財務特別

委員会委員／熊本県体育協会
　　　伊藤 明彦 会長
　　●「熊本県学校保健功労表彰」及び「学

校保健及び学校安全表彰」審査会委員
／県体育保健課　宮井 祐 理事

　　●公益財団法人熊本県総合保健センター
理事／熊本県総合保健センター

　　　伊藤 明彦 会長　任期：令和元年定時
評議員会～令和２年度定時評議員会

　　●一般財団法人熊本さわやか長寿財団理
事／同財団　伊藤 明彦 会長　任期：
～令和３年６月評議員会終結時

　　●熊本県日中協会常任理事／熊本県日中
協会　伊藤 明彦 会長

　　●熊本県医療･保健･福祉連携学会企画委
員／熊本県医療･保健･福祉団体協議会
松本 信久 理事

　　●熊本県社会福祉審議会身体障害者福祉
専門分科会審査部会委員／県福祉総合
相談所　椿 誠　理事

　　●熊本県地域リハビリテーション支援セン
ター運営委員／熊本地域リハビリテー

ション支援協議会　長野 靖弘 理事　
任期：平成31年４月１日から令和２年
３月31日

　　●日本学校歯科医会代表会員・予備代表
会員／一般社団法人日本学校歯科医会

　　　代表会員：石井 洋一 理事
　　　予備代表会員：宮井 祐 理事
　　●日本歯科医師会学術委員会委員／日本

歯科医師会（九地連）（資料なし）
　　　馬場 一英 理事
　　　　関係機関・団体への役員等の推薦を

承認した。
　２．名義後援使用依頼〔承認〕
　　●第57回熊本県精神保健福祉大会／公益

社団法人熊本県精神保健福祉協会名義
後援使用を承認した。

18．議題：
　１．退職役員、代議員会議長・副議長、代
議員、委員会委員の表彰者〔承認〕

　　　表彰者について承認した。７月13日（土）
開催の第１回臨時代議員会で表彰する。

　２．任期終了に伴う新旧役員の挨拶状〔承認〕
　　　挨拶状の送付を承認した。
　３．財務検討臨時委員会委員への経過報告
〔承認〕

　　　財務検討臨時委員会委員への経過報告
を承認した。

　４．常任委員会に係る規則、規定の変更
〔承認〕

　　　以前より副委員長が複数名いる委員会
があった。また、今期から第３種会員が
委員となる委員会がある。

　　そのため、規則・規程を現状に合わせて
変更することを承認した。

　５．第１回臨時代議員会日程資料〔承認〕
　　　日程資料を承認した。
19．協議事項：
　１．その他
20．監事講評：
　　増田監事より「監事の職務である会員の
財産管理と会務運営の監視をしっかりと遂
行します。」、水上監事より「監事として気
付いた事があれば発言しますのでよろしく
お願いいたします。」と述べられた。
21．閉会：牛島専務理事

（広報　神﨑 理子）
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役員改選は可決承認

― 令和元年度第１回臨時組合会 ―
　６月22日（土）先に行われた連盟の会議が
長引いたため、定刻より10分遅れの午後４時
40分から、県歯会館にて熊本県歯科医師国民
健康保険組合令和元年度第１回臨時組合会が
開催された。事務局による点呼が行われ、総
議員30人中25人の出席により会議が成立する
ことを田中議長が宣言し開会された。

―理事長挨拶―

　皆さん、こんにちは。まずもって開会が遅
れまして申し訳ございませんでした。連盟で
選挙対応という事で、皆さんに熱がはいり
色々と説明をしておりまして閉会が遅れ、連
盟、国保の両方に出席される先生には慌ただ
しい思いをさせてしまい大変申し訳なく思っ
ております。
　早速ではございますが、国保組合の理事長
を10年間務めさせていただきました。本当に
ありがとうございました。皆様のお陰をもち
ましてなんとか運営をさせていただきまし
た。振り返りますと均等割であったのを収入
割に戻したり、補助金の減免等々、色んな事
がございました。それらに一つ一つ対応しな
がら進めて参りましたが、幸いなことに平成
30年度の決算が思いのほかプラスとなり黒字
で終われるということで、ほっと胸をなで下
ろしております。しかしながら定率補助の削
減が来年もありますので、厳しい状況に変わ
りはありません。ひとりでも多くの組合員の
皆様が健康に過ごしていただいて、国保組合
の運営もスムーズにいくことが一番喜ばしい
ことですので、そのために今後も陰ながら応
援していきたいと思っております。お世話に
なったことの御礼を申し上げまして簡単では
ございますが開会のご挨拶とさせていただき
ます。最後までよろしくお願いいたします。

　次に議事録署名人に井手議員（熊本市）、
濱崎議員（天草）が指名された。
　議題として「第１号議案　役員改選」が提
出され、桑田常務理事が議題の説明を行った
のち選考委員として熊本市から谷口議員、七
川議員、城北地区から乕谷議員、城南地区か
ら秋山議員の４人が選任された。４人の選考
委員と、オブザーバーとして理事長、議長、
副議長が参加して別室にて理事５人、監事２
人を決定し、賛成多数で可決承認された。（新
役員は別表に記す。）なお７月開催の第１回
理事会において理事の互選により理事長、副
理事長、常務理事、理事が決定される。
　最後に浦田理事長から、2019年の骨太の方
針の歯科についての説明があり、歯科に吹い
ている追い風を確実のものとし前進させ、ま
た国保組合を存続させるためには、我々の代
表を是非とも国会に送る必要があるので、ご
支援のほど何卒よろしくお願いするとの話が
あり、守永理事の閉会の辞により散会となっ
た。

（国保組合　瀬井 知己）
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理　事
石井　洋一
（上益城郡）
学校歯科

会　長
伊藤　明彦
（菊池郡市）

任期：令和元年6月15日～令和3年6月定時代議員会終結時

副会長
学校歯科
学校及び高等学校保健会
厚生・医療管理
老人クラブ
ケイ・デー・エム・ユー
収益事業
選挙管理委員会

宮井　祐
（八代）

専務理事
統括
総務牛島　隆

（熊本市）

常務理事 センター・介護
地域保健
医･保･福連携松本　信久

（天草郡市）

副会長 社会保険
学術
裁定審議委員会
総合政策推進Ｐ

椿　　　誠
（熊本市）

常務理事 医療対策

広報

警察歯科
永松　聖隆
（熊本市）

常務理事 会計
医療連携
災害対策

宇治　信博
（阿蘇郡市）

理　事
長野　靖弘
（菊池郡市）
地域保健

理　事
舩津　雅彦
（熊本市）
社会保険

理　事
工藤　智明
（上益城郡）
厚生・医療管理

理　事
神﨑　理子
（熊本市）

広報、女性歯科医師

理　事
馬場　一英
（荒尾市）

学術、スポーツ歯科

理　事
髙水間　奨
（山鹿市）
地域保健

理　事
三森　康弘
（阿蘇郡市）
医療連携

理　事
五島　嘉人
（熊本市）
センター・介護

理　事
椿　　　賢
（熊本市）
医療対策

理　事
野田　和宏
（上益城郡）
社会保険

熊本県歯科医師会役員
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監　事

日歯代議員 日歯予備代議員

裁定審議委員会委員 選挙管理委員会 選挙管理委員会予備委員

熊本歯科衛生士専門学院役員 熊本県歯科医師国民健康保険組合役員

任期　令和元年7月1日～令和3年6月30日 任期　令和元年7月1日～令和3年6月30日

任期　令和元年7月1日～令和3年6月30日 任期　令和元年7月1日～令和3年6月30日 任期　令和元年7月1日～令和3年6月30日

任期　令和元年7月1日～令和3年6月30日 任期　令和元年7月1日～令和3年6月30日

氏　　名 所属郡市
牛　島　　　隆 熊 本 市
小　島　博　文 熊 本 市

氏　　名 所属郡市
宮　井　　　祐 八 代
椿　　　　　誠 熊 本 市

氏　　名 所属郡市
若　江　秀　敏 水俣・芦北郡市
富　永　英　俊 玉 名 郡 市
今　藤　隆　文 人 吉 市
片　山　幸　博 菊 池 郡 市
江　藤　寛　文 上 益 城 郡
片　山　公　則 阿 蘇 郡 市
久々山　芳　文 天 草 郡 市
西　野　隆　一 熊 本 市

氏　　名 所属郡市
山　口　治　利 菊池郡市
蔵　田　幸　一 熊 本 市
田　中　弥　興 熊 本 市
鶴　田　善　久 八 代
中　山　万　弘 八 代

氏　　名 所属郡市
高　橋　裕　輔 菊池郡市
瀬　井　知　己 熊 本 市
森　　　義　和 宇土郡市
乕　谷　　　真 阿蘇郡市
小　野　秀　樹 熊 本 市

役 職 名 氏　　名 所属郡市
学 院 長 林　　　昭　宏 熊 本 市
副学院長 牧　　　正　仁 熊 本 市
副学院長 秋　山　　　清 熊 本 市
教務部長 弘　中　美貴子 熊 本 市

役 職 名 氏　　名 所属郡市
理 事 長 伊　藤　明　彦 菊池郡市
副理事長
法令遵守理事 上　野　亮　一 八 代

常務理事 桑　田　和　明 阿蘇郡市
理 事 守　永　純　一 八 代
理 事 瀬　井　知　己 熊 本 市
監 事 原　田　秀一郎 菊池郡市
監 事 片　山　公　則 阿蘇郡市

監　事
増田　憲元
（玉名郡市）

監　事
水上　正太
（八代）



熊歯会報 Ｒ．１． ８

― 12 ―

任期：令和元年7月1日～令和3年6月30日
氏　　名 所属郡市 氏　　名 所属郡市

高　松　尚　史 熊 本 市 田　中　文　丸 荒 尾 市
有　働　秀　一 熊 本 市 宮　坂　圭　太 山 鹿 市
嶋　田　英　敏 熊 本 市 河　原　正　明 山 鹿 市
宮　田　正　孝 熊 本 市 髙　木　公　康 菊 池 郡 市
吉　﨑　久　次 熊 本 市 園　木　　　誠 菊 池 郡 市
松　永　　　久 熊 本 市 城　　　敦　哉 菊 池 郡 市
出　口　　　諭 熊 本 市 田　中　弥　信 菊 池 郡 市
渡　辺　　　洋 熊 本 市 武　藤　健　史 阿 蘇 郡 市
合　澤　康　生 熊 本 市 佐　藤　俊一郎 阿 蘇 郡 市
渡　辺　猛　士 熊 本 市 清　村　龍　朗 上 益 城 郡
井　口　泰　治 熊 本 市 岩　本　知　之 上 益 城 郡
田　中　利　明 熊 本 市 吉　永　　　修 下 益 城 郡
古　川　猛　士 熊 本 市 山　崎　英　宇 下 益 城 郡
関　　　光　輝 熊 本 市 山　口　　　透 八 代
齊　木　智　章 熊 本 市 松　下　哲　也 八 代
宮　本　格　尚 熊 本 市 木　原　良　材 八 代
松　田　　　惠 熊 本 市 髙　田　博　樹 八 代
田ノ上　　　輝 熊 本 市 蓑　田　　　亮 水俣・芦北郡市
大　塚　昭　彦 熊 本 市 永　田　秀　樹 水俣・芦北郡市
谷　口　守　昭 熊 本 市 中　原　正　弘 人 吉 市
竹　下　憲　治 熊 本 市 齋　藤　健　三 人 吉 市
田　中　栄　一 宇 土 郡 市 向　江　富士夫 球 磨 郡
立　山　徹　也 宇 土 郡 市 山　崎　浩二郎 球 磨 郡
髙　﨑　　　稔 玉 名 郡 市 森　口　茂　樹 天 草 郡 市
大　林　裕　明 玉 名 郡 市 布　井　隆　行 天 草 郡 市
犬　束　美　尚 玉 名 郡 市 松　田　教　裕 天 草 郡 市
田　中　　　正 荒 尾 市

各郡市歯科医師会会長
任期　約2年間（郡市により始期終期が異なる）

熊本県歯科医師会代議員

氏　　名 所属郡市 氏　　名 所属郡市
宮　本　格　尚 熊 本 市 清　村　龍　朗 上 益 城 郡
田　中　栄　一 宇 土 郡 市 吉　永　　　修 下 益 城 郡
髙　﨑　　　稔 玉 名 郡 市 山　口　　　透 八 代
田　中　　　正 荒 尾 市 蓑　田　　　亮 水俣・芦北郡市
宮　坂　圭　太 山 鹿 市 中　原　正　弘 人 吉 市
髙　木　公　康 菊 池 郡 市 向　江　富士夫 球 磨 郡
武　藤　健　史 阿 蘇 郡 市 森　口　茂　樹 天 草 郡 市
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委員会紹介

医療対策委員会（理事　椿　　　賢）

理事の抱負
　今年度より医療対策委員会の理事を拝命し
ました椿賢と申します。
　私たち医療対策委員会は「是は是、非は非」
の精神で日々仕事を行っています。この精神
を委員全員で共有し、問題が起きた時には、

会員の先生方と患者さんの間で、解決に向か
うよう全力でお手伝いさせていただきます。
　そのためには患者さんからの苦情、医療事
故等がありましたら、発生後速やかに30日以
内に県歯事務局にご連絡くださいますように
お願い致します。今期も責任をもって職務を
全うしていきますので、医療対策委員会共々
宜しくお願い致します。

役　職 氏　　名 所属郡市
委 員 長 岡　田　長　久 八　　代

副委員長
添　田　誠　也 熊 本 市
町　田　宗一郎 熊 本 市

委　　員

原　田　秀一郎 菊池郡市
犬　束　美　尚 玉名郡市
徳　丸　恵　介 熊 本 市
松　原　明日香 熊 本 市
河　野　宏　和 熊 本 市
上　村　裕　希 熊 本 市
奥　村　浩　文 熊 本 市

広報委員会（理事　神﨑　理子）

理事の抱負
　この度、広報担当理事を務めさせて頂くこ
とになりました神﨑です。
　これまで以上に歯科の重要性を多くの方々
に周知徹底していただくために、対外向け
や異業種交流会の場での広報活動に力を入
れ、日頃の会員皆様の活動や歯科医師会の活
動を広く外に発信していけたらと思っており
ます。また、会員の先生方の情報源となる熊
歯会報やニュースレターの発行物等も充実し

た内容でお届けしていきたいと思っておりま
す。
　女性理事としての重責を重く受け止めてお
りますが、女性歯科医師の立場から働きやす
い環境づくりにも携わっていきますので会員
の皆様のご理解ご協力のほど宜しくお願い申
し上げます。

役　職 氏　　名 所属郡市
委 員 長 秋　山　　　清 熊 本 市
副委員長 髙　﨑　真由美 熊 本 市

委　　員

松　枝　勝　興 八　　代
月　精　秀　和 玉名郡市
平　島　将　臣 熊 本 市
田　中　秀　幸 熊 本 市
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山鹿市 受診者数114人！

　６月８日（土）午後２時より山鹿健康福祉
センターにて、山鹿市歯会、歯科衛生士会山
鹿支部、山鹿市の健康増進課の協力で歯と口
の衛生週間事業として、歯科医師による無料
歯科健診、歯科相談、フッ素塗布、歯科衛生
士によるブラッシング指導が行われた。受診
者数は114人であった。
　３部屋で歯科医師による健診や歯科相談、
別室で歯科衛生士によるブラッシング指導を
行い、希望者にフッ素塗布を行った。家族連
れで来た健診希望者が多かった。
　私は歯科健診を担当したが、健診に訪れた
人は一様に虫歯がないか？子供の歯並びは悪
くないか？等、口腔衛生に関心がある人や家
族であると感じた。健診に訪れない人の方が、

歯や口に問題がある可能性が高いと思われる
が、衛生週間事業として歯科健診を継続して
いく事は重要であると思った。

（小林　聡）

歯と口の健康週間

八　代 やつしろ歯の祭典　～健康は健口から～

　６月８日（土）にやつしろハーモニーホール、
八代口腔保健センター、氷川町文化センター
の三つの会場で開催された。メイン会場とな
るハーモニーホールではイベント開催前に多
数の来賓の方々のご臨席のもと、小学生図画
ポスターコンクールの入賞者と高齢者よい歯
のコンクール最優秀賞の表彰が行われた。会
場内では会員による歯科相談、矯正相談、訪
問歯科コーナー、スタッフによるブラッシン
グ指導、フッ化物塗布、フッ化物洗口体験、
そして今年は口腔機能低下症の観点から口腔
乾燥チェックのコーナーも設けた。また氷川
町文化センターにおいても同様の表彰式を行
い、その後会員スタッフによる歯科相談、フッ
化物塗布などを行った。
　歯と口の健康週間を一般の方々へ周知する

という事業において、来場者も1632人にのぼ
り、目的はある程度達成された。
　終了後、セレクトロイヤル八代にて会員及
び協力頂いた関係団体をお招きし反省会を
行った。今後も八代地域の方々の歯と口の健
康促進に努力していきたい。

（高野 明夫）

歯科健診を受ける来場者

ステージ上で表彰される受賞者
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郡市会報告

人吉市歯科医師会

中原会長二期目を承認

― 定例会、臨時総会 ―
　６月26日（水）午後７時30分から人吉市内の
ホテルあゆの里において令和元年度人吉市歯科
医師会定例会及び臨時総会を行った。臨時総会
では、会計決算及び連盟会計決算の承認がおこ
なわれた。つづいて中原正弘会長の二期目の承
認が行われ、会員の全会一致で承認された。理
事に新しい会員も加わり、心新たに新年度に向
けて船出をした。

（御手洗　肇） 全ての議題は承認可決された。

郡
市
会
報
告

郡
市
会
報
告

天草郡市歯科医師会

GO!　投票推進の投球！

― 第15回ボウリング大会 ―
　遅い梅雨入りとなった６月29日（土）午後２
時30分より、参院選に向けて投票推進を兼ねて
のボウリング大会が行われた。
　二期目のスタートとなる森口会長の「来たる
べき参院選の投票を必ずお願いします。」との
挨拶の後始球式が行われ、医院対抗で18チーム
にわかれ和気藹々の中ゲームが行われた。結果
は以下の通り（女性は１ゲーム30Ｐのハンデ）。

　　団体
　　　１位　中嶋歯科Aチーム（アベレージ139.3）
　　　２位　ファミリー歯科チーム（同139.2）
　　　３位　山本歯科Cチーム（同134.2）

　　個人男子
　　　１位　森口 会長（同157.5）
　　　２位　山本 康弘（同147.5）
　　　３位　上田 康彦（久々山歯科146.0）

　個人女子
　　１位　松本 百合（ファミリー歯科160.5）
　　２位　平松真理恵（中嶋歯科152.0）
　　３位　田尻 明菜（山本歯科146.0）

　それぞれ個人賞、参加賞を持ち帰り、和やか
なうちにお開きとなった。

（槌本亮二郎）

団体優勝のトロフィーを授与される中嶋歯科Ａチーム
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郡
市
会
報
告

荒尾市歯科医師会

新時代も健康増進

― 第16回健康福祉まつり ―
　６月２日（日）９時30分より荒尾市文化セン
ターにおいて第16回健康福祉まつりが開催され
た。
　本イベントは地域保健医療福祉推進協議会主
催で市内の様々な医療・福祉関連団体の協賛を
得て、一般の方々を対象とした健康増進のため
の啓蒙イベントとして始まった。現在では荒尾
市民はもとより近隣自治体住民にも知られ、毎
回会場全体が盛況となる一大イベントである。
　本会は歯科衛生士会と共同ブースで検診、位
相差顕微鏡を用いての歯と歯茎の健康相談、ブ
ラッシング指導、フッ化物塗布、子供向けの福
引き、歯科治療パネル展示、デンタルケアグッ
ズ展示＆配布、お口に関するアンケート＆懸賞
といった企画を行っている。
　午前の早い時間帯より子供連れのご家族から
高齢の方まで幅広い世代の400人を越える方々

検診、相談に大忙しの会員

が今年も訪れた。当番Dr、コデンタルスタッフ、
協賛業者、そして九州看護福祉大学口腔保健学
科の自主参加の生徒が口腔健康増進・啓蒙のた
めそれぞれの役割を全うした。終了時間までス
ムーズにかつ活気に満ちた５時間であった。本
会は社会貢献することを第一に、これからも来
場者の期待に応えていきたい。

（坂田 輝之）

郡
市
会
報
告

指名があったら是非とも投稿をお願いします。 
次回は先生に依頼があるかも？
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○○ 玉名郡市　永廣 有伸　

　玉名市天水町で開業している永廣と申しま
す。淺野先生と玉名市のスーパーマーケット
で偶然出会い立ち話をしていたら、突然「熊
歯会報のリレー投稿を書いて頂けませんか」
と言われＯＫ致しました。６月まで広報に関
わってきた自分がこんなに早く書くことにな
るとは思いもしませんでした。今回は我が家
の夏の恒例行事を題材にしました。（宜しく
お願いします。）
　私には小３の息子がいます。息子はカブト
虫、クワガタ虫が好きで、毎年夏になると量
販店で数匹かって家で飼育していました。と
ころが昨年からは夏限定ではなく、秋冬春夏
と１年中虫の世話が必要な事態に陥いりまし
た。というのもカブト虫のメスが卵を産み、
幼虫、さなぎ、成虫へと変態をとげたからで
す。それとクワガタ虫も冬のあいだ餌を食べ
ず姿をみなかったので、死んだと思っていた
のですが、今年の春先には冬眠から目覚めた
のか、がさがさと動きだし飼育箱の中で餌を
食べ始めました。育て方によっては、１年生
かすことができるというのをはじめて経験し
ました。１年生きた要因はおそらくカブト虫、
クワガタ虫と別々に育てた事、飼育スペース
を広くとった事、えさを入れっぱなしにして
いた事などが考えられます。外国産のカブト

虫、クワガタ虫も家で飼うことができます。
国産より大きく見た目がかっこ良いので、息
子は昆虫図鑑を持って来てこれが欲しいとね
だってくるが１番欲しいのはヘラクレス大カ
ブトで２、３万円します。さすがにその値段
だと手が出ないので、２番目に欲しい５千円
のコーカサス大カブトを買ってやりました。
５千円もしたのにその後ひと月ほどであっけ
なく死んでしまい、お金がもったいなかった
と後悔しましたが、死んだ後子供と一緒に標
本をつくり、それを夏休みの自由研究の題材
として使えたので、まあ良かったかなーと自
分を納得させました。
　昨年はスタッフのお父さんに誘われて、息
子は初めて、私は小学生以来30数年ぶりにカ
ブト虫、クワガタ虫捕りに行きました。そこ
で、虫捕りにはコツがいる事を教えてもらい
ました。どんぐりの木、くぬぎの木で樹液が
出ている木をさがす事、夜（日が暮れてから）
行く事です。私は小学生時代早起きして捕り
に行きましたが、どんぐりやくぬぎの木を見
分けることもできず、捕れても２、３匹でし
た。（それでも十分満足していました。）それ

標本になったコーカサス大カブト

入れっぱなしのえさで生き残ったサナギ



熊歯会報 Ｒ．１． ８

― 18 ―

が連れて行ってもらった４か所の虫捕りポイ
ントでは、なんと30匹以上捕れました。
　まず準備において必要な物は、真夏ですが
服装は虫に刺されないように、厚手の長袖長
ズボン、懐中電灯、虫かご、網です。当日は
夜８時集合、スタッフのお父さん、お父さん
の友人で虫取り名人、私、息子の４人で捕り
に行きました。車に乗り合わせて移動し、最
初のポイントに着く。辺りは真っ暗懐中電灯
でくぬぎの木を照らす。樹液が出ている箇所
はカブト虫、クワガタ虫が集まっている。し
かしとても手では届かない高さで、私が持っ
てきた網も届きそうにない。その時スタッフ
のお父さんが網を準備しました。網は手づく
りで、釣竿の先に金魚など小型の魚をすくう
網が付いていました。大きな網だと木が細い
場合に横から逃げるとの事、慣れた手つきで
竿を伸ばし右手に網、左手に懐中電灯を持ち
カブト虫やクワガタ虫を捕まえていく。低い
ところにいる虫は息子も捕まえる事が出来
た。息子は大満足で、翌日「又行きたいので、
一緒に行けるように頼んで」とお願いされた。
わかったと言ったものの、２回は頼みにくい
し、かといって、連れて行ってもらったとこ
ろは土地勘がないので場所がわからない。ど
うしようかと思案していたところ、私の小学
時代の恩師より「息子はカブト虫好きね？」
と聞かれ、「大好きで、はまってます。」と答
えたところ、「家の近所にカブト虫、クワガ
タ虫が捕れるポイントがあるので、教えてや
るよ」と言われた。昼に恩師と待ち合わせて
３か所ポイントを教えてもらった。恩師が言
う捕るコツもスタッフのお父さんと同じで、
やはりどんぐりやくぬぎの木で樹液が出てい

カブト虫にはまってます

たくさん見つけることができた幼虫達

る事、日が暮れて行く事。なぜ夜行くかは昼
スズメバチが樹液を吸いにやってくるので、
近づくのは危険であるからとの事。日が暮れ
るとスズメバチは巣に帰っていくので、その
後行くのが良いと言われた。ただし夜はムカ
デが樹液を吸いにやってくるのと、木の下の
草むらには蛇がいるので長袖長ズボンに長靴
が良いと、教えてもらった。
　夕方息子に「今夜虫捕りにいくぞ」と言う
と、「やったー !!」歓声を上げた。夜になり
長袖長ズボン、長靴、首にはタオルをまいて
虫に刺されないよう、完全防備して目的地に
向かう。目的地に到着すると、昼間下見した
ときとは違い、明かりもなく月明かりのみで、
懐中電灯がないと歩くのでさえ怖い。（そこ
は田原坂であり何か出てきそうで……）
　懐中電灯を頼りに歩いて目的のくぬぎの木
に行きライトを当てると、カブト虫、クワガタ
虫が樹液を吸っている。高いところは私が捕
り、息子が捕れるところは自分で捕らせる。
そのポイントは５本くぬぎが生えていて、15匹
から20匹捕れた。他２か所のポイントは10匹
ほどであった。あまりに捕りすぎたので、飼育
スペースを増やして、家の中は飼育するかご
でいっぱいになった。もうこれ以上飼育するか
ごが増えるのが嫌なので、その後は息子が「行
きたい行きたい」と言うのを色々口実つけて
断り、何とかその後１回行くので納得させた。
　今年は何回行くのか。息子のおかげで私も
童心にかえって、虫捕りができる。行くのも
子供が小さい内だけと思うと、今を精一杯楽
しみたいと思う。息子が大人になった時、記
憶に残る経験ならば、良いなと願っている。
　次の投稿は、同じ玉名郡市の規工川先生に
バトンを渡します！
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に開業、その後新樹会の10代目議長、県歯会
の理事等をさせて頂きながら歯科医として順
調に過ごしていた所、３年半前に体調を崩し、
その半年後に熊本地震で病院が大規模半壊、
病院の解体後も体力の回復に精一杯で、開業
して40年、70才でミラーを置く事を決心した。
しかしその決断が自分の人生を大きく変化さ
せる事にもなった。病気との戦いと毎日のリ
ハビリ、トレーニング、１日１万～２万歩の
運動、食べ物は有機食品を取り、精神的なス
トレスを溜めず、ポジティブに考え方を持っ
ていく事を心掛け、毎日テニスの練習を始め
た。中学・高校・大学と12年間ソフトテニス
をやっていたので、これが生きる支えとなっ
てくれた。ほぼ毎日、練習コートに通い続け、
クラブチームにも入り、学生時代のような生
活を送った。一昨年は熊本市のネンリンピッ
クの代表選手として秋田での全国大会でも活
躍できた。今年は熊本県のネンリンピック予
選も優勝し、11月に和歌山県で熊本県代表と
して全国大会に出場予定。また月に１回は熊
荘クラブというシニアの人が中心の100人程
の大会にも毎月参加したり、九州の各県であ
る大会にも参加している。気が付くと病気は
吹き飛び、体重は４年前の85㎏から現在63㎏
に変化した。食事も有機食品に変え、塩分・
糖分を控え主食も酵素玄米にしている。快腸
である！！
　70才にして第２の人生が始まったように思
い、毎日テニスに体作りに励んでいる。全て
はテニスの為、人生を楽しく生きる為。体が
続く限り、この生活を続けたいと思っている。

（千場 敏昭）

｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和ののののののののののののののののののののののの心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 (((((((((((((((((((((((侘侘侘侘侘侘侘侘侘侘侘侘侘侘侘侘侘侘侘侘侘侘侘びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶))))))))))))))))))))))) ををををををををををををををををををををををを経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験しししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててて｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣

　決勝のマッチポイントのボールが相手ペア
のミドルを抜けていった光景を今でも鮮明に
覚えている。念願の九州制覇を成し遂げた瞬
間であった。
　第70回九州ソフトテニス選手権大会は５月
25日・26日の２日間、福岡県立春日公園テニ
スコートで開催された。本大会は、九州で最
も権威のある大会として九州各県のソフトテ
ニスのトップアスリート約350人が各年代で
戦う大会である。
　私がエントリーしたのは約30人が参加する
男子シニア70才の部で、沖縄県の森田耕司氏
とのダブルスである。ドローを見ると経歴の
すごい選手ばかりで正直勝てる気がしなかっ
た。まず、予選リーグＥ組で全勝しトップ通
過。決勝トーナメントも準優勝を福岡のチー
ムに４－１で勝利。決勝は福岡の優勝チーム
と戦い接戦の末４－２で勝ち切った。
　午前９時から始まり、決勝は午後６時か
ら、優勝が決まったのは午後６時半。その後
表彰式がおこなわれて、大会会長がたまたま
濟々黌の先輩の安達先生だったので余計に感
激し、強く握手し、大トロフィーを手にした。
令和元年の最初の月の第１回目の大会だった
事、70回の記念大会だった事、本当に自分の
ソフトテニスの歴史に残る大会であり記念す
べき日になったように思った。因みに、歯科
医師が優勝したのは70年の歴史の中で初めて
の事だそうだ。振り返ってみると、昭和51年

第70回記念大会での大トロフィー

　 森田・千場組男子70Ｖ

念願の全九州制覇Ｖ１念願の全九州制覇Ｖ１
― 九州ソフトテニス選手権大会 ―
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①今もっとも関心のあることを教えてください。 
②自分が希望する歯科診療とはどのようなものだとお考えですか。 
③他の歯科医院にはない自分の医院の特色を教えてください。 
④今後の抱負は何ですか。 

有永　　誠
（アリナガ　マコト） 　　　　　　　

 
天草市東浜町13-16

中嶋歯科医院

①今までインプラント治療にはほとんど関
わったことがないのでインプラント治療に
関心をもっています。
②できるだけ患者さんの要望に応えることが
できるような歯科治療をしていきたいと
思っています。
③他の医院との違いは分かりませんが、１人
１人親身になって診療できるように心がけて
います。

④得意・不得意な分野を作らず、総合的な診
療ができるように勉強していきたいです。

福嶋　亮二
（フクシマ　リョウジ）　　　　　　　　

荒尾市大島町3-5-6

福嶋歯科医院

①いかに歯を残せるか、そのための歯内療法
や歯周療法など

②地域密着型で主訴はもちろんのこと全顎的
にしっかり治療ができる診療をしていきた
いです。

③これから探していきます。
④日々勉強ということを忘れず精進していき
たいです。

第２種会員第２種会員第２種会員

ご　訃　報

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

松本　一之 先生
令和元年７月12日　ご逝去　73歳

•郡　市　名：熊本市
•入会年月日：昭和50年11月１日

第１種会員第１種会員第１種会員
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会 務 報 告 自　令和元年５月27日
至　令和元年６月30日

所管 日付 摘要 出務者

総　　務

５月28日 九州地方社会保険医療協議会熊本部会（熊本第二合同庁舎） 椿常務理事

29日

第25回理事会
【承認事項】
（１）新入会員の承認（２）関係機関・団体からの役員等の推薦依頼
（３）後援名義の使用依頼　ほか
【議　　題】
（１）熊本県歯科医師会共済互助入会申込書（２）定時代議員会会務報告
（３）平成30年度㈲　ケイ・デー・エム・ユー事業報告及び決算　ほか

浦田会長他全役員、宮本議長、武藤
副議長

30日
県ごみゼロ推進県民会議総会及び海岸清掃（県水産会館・熊本港親水緑地広場） 田原事務局長
会計打合せ、H30年度決算打合せ 八木常務理事、宇治理事
月次監査４月末会計現況監査 中嶋・西野監事

31日
第10回選挙管理委員会
（１）監事、日歯代議員及び日歯予備代議員候補者の資格審査
（２）役員等選挙に係る届出結果の通知

山口委員長他全委員

６月１日 鹿児島大学歯学部同窓会総会（熊本グリーンホテル） 伊藤副会長

３日 第46回常務理事会
（１）後援名義依頼（２）ロゴマーク使用依頼（３）案内状同封依頼　ほか 浦田会長他常務理事以上全役員

４日 県総合保健センター第１回理事会・常務理事会（県総合保健センター） 浦田会長

５日
県移植医療推進財団評議員会（熊本赤十字病院） 浦田会長
くま歯キャラバン隊（荒尾市）（荒尾市医師会館）
（１）高齢者の口腔ケア受講者：57名（内会員９名） 松岡委員

６日 第１回「健康・生きがいづくり支援事業推進委員会（総合福祉センター） 伊藤副会長

７日

県調停協会連合会総会（県立劇場） 前野会員

本会事業・会計監査 中嶋・西野監事、浦田会長、渡辺副
会長、牛島専務理事、八木常務理事

第26回理事会
【承認事項】
（１）新入会員の承認（２）後援名義の使用依頼（３）ロゴマーク使用依頼
【議　　題】
（１）平成30年度一般社団法人熊本県歯科医師会会計決算（案）
（２）熊本県歯科医師会共済互助給付申請
（３）骨吸収抑制薬投与患者への外科処置の対応　ほか

浦田会長他松本理事を除く全役員

８日
上益城郡歯科医師会通常総会懇親会（嘉島町） 伊藤副会長
荒尾市歯会通常総会懇親会（ホテルヴェルデ） 浦田会長、牛島専務理事
県保険医協会定時社員総会懇親会（メルパルク熊本） 椿常務理事

12日 県医療・保健・福祉団体協議会第１回理事会（県医師会館） 渡辺副会長

13日 第190回日歯定時代議員会（１日目）（日歯会館） 浦田会長、小島・伊藤副会長、牛島
専務理事

14日 第190回日歯定時代議員会（２日目）（日歯会館） 浦田会長、小島・伊藤副会長、牛島
専務理事

15日

定時代議員会
［議　　事］第１号～第４号
［協　　議］（１）時局対策

宮本議長、武藤副議長他全議員、浦
田会長他田上常務理事以外全役員

第１回臨時理事会 伊藤会長他全役員
16日 第４回社会歯科学会総会・学術大会（神奈川歯科大学横浜クリニック横浜研修センター） 浦田評議員

17日 職員人事評価打合せ会 牛島専務理事
肥後医育振興会平成31年度定時評議会（KKRホテル熊本） 浦田評議員

18日 新役員打合せ会 伊藤会長他馬場理事を除く全理事

19日 新旧会長挨拶廻り（県庁他） 浦田会長、伊藤会長、牛島専務理事、
田原事務局長

20日 職員訓示 伊藤会長、牛島専務理事

22日
熊本大学病院災害医療教育研究センターキックオフセミナー（ホテルメルパルク熊本） 伊藤会長
玉名郡市歯科医師会定時総会（司ロイヤルホテル） 浦田会長
第28回美少年火の国会講演会（KKRホテル熊本） 牛島専務理事
阿蘇郡市歯科医師会通常総会懇親会（熊本市） 伊藤会長、宮井理事

25日 支払基金審査委員会歓送迎会（熊本ホテルキャッスル） 浦田会長、伊藤会長

26日

九州地方社会保険医療協議会熊本部会（熊本第二合同庁舎 椿副会長
新役員打合せ会（第１回常務理事会）
（１）顧問及び嘱託委託（２）第２回理事会の運営
（３）退職役員、代議員会議長・副議長、代議員、委員会委員の表彰者　ほか

伊藤会長他常務理事以上全役員

28日 職員夏期手当支給式 伊藤会長、牛島専務理事

29日
八代歯会定時総会懇親会（セレクトロイヤル八代） 椿理事、田原事務局長
菊池郡市歯会知事総会懇親会（菊池グランドホテル） 伊藤会長、牛島専務理事
県歯野球部お祝い会（熊本市） 宮井理事

学　　術 ６月１日 学術委員会
（１）業務引継ぎ（２）バイタルサインセミナー（３）有料講演会　ほか 井上理事、馬場委員長他全委員

社会保険

６月５日 レセプトチェックセンター（荒尾市）相談者：１名 田中理事
13日 保険個別指導（KKRホテル熊本） 橋本副委員長、渡辺・清藤委員

22日 社会保険委員会
（１）次期会員向け発行物（２）指導立会者、個別相談対応（３）報告事項と今後の日程 舩津・野田理事他４委員
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所管 日付 摘要 出務者

地域保健

５月30日 地域保健小委員会業務分担割振り 赤尾理事、郷原委員長他２委員
６月８日 歯の祭典事前打合せ 赤尾理事、郷原委員長他４委員

９日
歯と口の健康週間「歯の祭典」
（１）くまもと歯の健康文化賞表彰式（２）高齢者よい歯のコンクール表彰式
（３）図画・ポスター・習字・標語作品入賞者表彰式　参加者：190名

浦田会長、渡辺副会長、牛島専務理
事、田上・八木常務理事、竹下・赤
尾理事、河原委員長他11委員

17日 県糖尿病対策推進会議（県医師会館） 赤尾理事

27日 地域保健小委員会 長野・髙水間理事、郷原委員長、赤
尾副委員長

広　　報

６月３日 広報小委員会
（１）業務引継ぎ 竹下理事、秋山副委員長、神﨑会員

11日 広報小委員会
（１）会報７月号・第１校校正（２）今後の会報作成等日程 竹下理事、永廣委員長他３委員

15日 定時代議員会取材 永廣委員長、髙﨑委員

21日 広報小委員会
（１）会報７月号・第２校校正（２）今後の会報作成等日程

神﨑理事、永廣委員長、秋山副委員
長他３委員

学校歯科

５月29日 県学校保健会理事会（県医師会館） 浦田会長、渡辺副会長
６月５日 日学歯広報委員会（日歯会館） 大林理事
６日 第１回スポーツ医科学専門委員会（水前寺共済会館グレーシア） 渡辺副会長
８日 日学歯広報委員会持ち出し会議（京都・菊乃井） 大林理事
12日 第３回日学歯理事会（日歯会館） 大林理事
14日 県学校保健会定時評議員会（県医師会館） 大林理事、河原委員長

26日 第97回日学歯定時総会（日歯会館） 大林理事、渡辺副会長
日学歯理事会（日歯会館） 大林理事

医療対策

５月30日 医療相談 永松理事、椿副委員長
６月３日 医療対策小委員会 永松理事、椿副委員長

11日 医療対策小委員会
（１）「医療トラブル０　10箇条」の校正

永松理事、岡田委員長、椿副委員長、
原田・犬束委員

19日 医療対策委員会 永松理事他全委員

21日 医療対策小委員会 永松理事、椿副委員長、添田・我那覇・
町田委員

25日 医療相談 永松常務理事、椿理事、我那覇委員

27日 医療対策小委員会
（１）九州各県歯科医療安全対策担当者会 永松常務理事、椿理事、岡田委員長

センター・
介護

５月30日 介護保険審査会（メルパルク熊本） 渡辺副会長

６月１日 第１回多職種連携に係る研修会「多職種連携による食支援」～ＫＴバランスチャートの活用～
講師：NPO法人口から食べる幸せを守る会　理事長小山珠美先生受講者：113名

小島副会長、松本理事、平井委員長
他３委員

７日 日本老年歯科医学会（仙台国際センター） 松本理事
８日 日本老年歯科医学会（仙台国際センター） 松本理事
11日 県医療政策課による口腔保健センター視察（口腔保健センター） 田原事務局長他２名
13日 第13回有明摂食・嚥下研究会（玉名郡市医師会館） 松本理事
24日 口腔保健センター打合せ 松本理事
30日 第14回障害者歯科アクティブネットワーク九州in大分（大分県歯会館） 松本常務理事他３名

総務・医療
連携

６月４日 県がん診療連携協議会幹事会第40回相談支援・情報連携部会（熊大附属病院） 宇治理事
８日 熊本院内感染対策研究会世話人会（済生会病院外来がん治療センター） 宇治理事

学　　院
５月27日 学院研修旅行（至30日）（台湾） 弘中教務部長他２名

６月21日 学院教務委員会 伊藤学院長、牧・林副学院長、弘中
教務部長他全教務委員

国保組合

５月28日 全歯連第１回理事会（アルカディア市ヶ谷） 浦田理事長
６月14日 全協通常総会（松山市） 上野副理事長

19日 第１回国保組合監査 浦田理事長、桑田常務理事、原田・
片山監事

19日 第２回国保理事会
（１）平成30年度決算（２）令和元年度補正予算（案） 浦田理事長他全役員

21日 医療保険者等向け中間サーバー更改等説明会（福岡市） 田尻課長補佐

22日 第１回国保臨時組合会
（１）役員改選 浦田理事長他全役員、組合員25名



公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　南関町にあるセキアヒルズホテルのプール
に子供を連れて行った時の写真です。
　プールは小さい子供から大人まで遊べて、
水は気持ち良く、のんびり楽しい時間を過ご
せます。又温泉施設が併設してあり、プール
の後の冷えた体に温泉最高です。

（Ｙ．Ｎ）

事業課からのご案内

今年度から
保険料が

さらにお安く

最高「3000万円」
の保障が無診査
で加入OK

配偶者も
1000万円まで
加入OK

１年更新で
配当金は毎年
加入者へ還元

其の
1

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　損保ジャパンひまわり生命
第一生命　　日本生命　　富国生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

下記の保険会社と団体収納契約をしておりますので
会費明細引きがご利用できます。

其の
２

個人でご加入した保険料が団体割引でお安くなり、
保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

※昨年度実績 40%還付

[ 県歯事務局　TEL：096-343-8020　担当：平畑 ]　までご連絡ください
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編集者のつぶやき

1日（日）

3日（火）

17日（火）

21日（土）

24日（火）

安全な歯科医療を提供するためのバイタルセミナー

第５回常務理事会

第６回常務理事会

（仮）第１回各郡市会長・専務理事連絡会議

第５回理事会

今期も要請を受け、広報委員会に残ることとなりました。どうぞ宜しくお願いします。
前理事から「広報」を叩き込まれた優秀なお二人にも残っていただき、県歯初の女性

理事のもと、三人のフレッシュなメンバーも加わり委員会活動が始まりました。
先日初回の校正作業を終え、その後の懇親会では各自個性あふれる面々であること

が分かりました。今期も楽しくなりそうな予感がします。
私自身はこれが三期、五年目の広報委員会となります。
会長が掲げられた組織内役割、あるべき姿を常に考え、新たなるチャレンジ精神で徹
底した議論を行ってまいります。そして委員会一丸となって会員のための広報誌づくり、
県民への啓発、県下マスコミ関係への働きかけなど微力ながら務めていきます。
会員の皆様には、投稿などをはじめ更なるご協力をお願いいたします。 （Ａ. Ｋ）
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